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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトは、文法理論の精度を評価するためのデータセットの作成を目標と
するものであった。文法性の判断は個人差が大きいため、従来、このようなデータセットの作成は現実味が乏し
いと考えられてきたが、本プロジェクトでは、文法構造と解釈の関係についての明確な予測体系を背景に、頑健
なデータをよりわけ、より広い範囲の研究者にその成果を供することを目指していた。ただし、研究を進める中
で、十分な予測を成り立たせるためには、動詞の項構造および名詞の解釈について、より踏み込んだ理論化が必
要であるということが明らかとなり、データセット作成のためのレキシコン（脳内辞書）の整備を精力的に行な
った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project has been the construction of the data set which can 
evaluate the preciseness of the predictions made by a theory of grammar.  We have a theory which can
 derive a semantic representation based on the syntactic structure, and we strived for identifying 
the crucial example sentences which will distinguish an adequate theory of grammar from inadequate 
ones.  However, it turned out that a much more specific theory of argument structures and the 
interpretation of nominal expressions is necessary in order to provide a full range of predictions, 
we devoted to develop the description of the mental Lexicon so that we can proceed to the 
construction of the data set in the next step. 

研究分野：理論言語学

キーワード： 生成文法の経験的基盤　容認性判断調査　文法理論の精度の評価　統語意味論　動詞辞書
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研究成果の学術的意義や社会的意義
当初の目標とは少し異なるが、動詞の項構造をどのように記述し、それがどのように文構造に反映されるかとい
うプロセスが具体的になりつつあることは、理論言語学にとって非常に意義のあることだと考えている。これま
で文法システムの整備ばかりが注目されてきたが、実用に結びつけるためには、辞書の整備が不可欠である。本
プロジェクトで進めている理論のように、文法システムと辞書の両方を持つものは、将来的にはコンピュータに
実装しうる形式であり、AIへの貢献も十分に考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 

(1) 言語学分野および工学分野での研究の現状 

 どのような単語列（いわゆる文）が提示されたときに、私たちがそれに対してどの

ような意味を与えるのか、という課題は、言語に関して、枠組をこえて共有される最

も基本的な問題である。当然、言語学の文法理論においては、単語列と意味のペアを

正しく予測できるかということが議論の対象となる。しかし、文によっては、その観

察の妥当性のほうが問題視される場合も多く、そもそも、評価尺度となるデータセッ

トが共有されていないのが現状である。 
 文における音と意味の対応関係は、単語における音と意味の対応関係とは比較にな

らないほど複雑である。特に問題になるのは、同じ文であっても、人によって・文脈

によって、さまざまな意味解釈がありうるということであり、だからこそ、安易に「正

しい文」と「間違った文」を列挙するわけにはいかない。どのようにデータセットを

作成するかということこそ、これまでの統語論研究の知見の蓄積を生かして取り組む

べき課題である。 
 昨今では、工学系の自然言語処理の分野において、人間が辞書を書かずとも単語を

自動学習し、構文解析もビッグデータに基づいて処理できるシステムが開発されつつ

ある。すでに、新聞などのコーパスに含まれる文章のほとんどについて処理結果が出

力されるところまで来ているが、その出力結果は、人間の理解からは程遠いことも多

いと聞いている。これも、文の解析結果の精度を評価するための尺度が存在していな

いことが問題である。 

 

(2) 統語論と「意味」 

 従来の統語論では、意味の問題には立ち入らず、単に「文法的な単語列と非文法的

な単語列を区別する」という課題を掲げている場合が多かった。しかし、特に日本語

のような言語の場合、かなり破格の文であっても文脈によっては容認可能な場合が

多々あり、形態論的な不具合を除いてしまうと、「真に非文法的な単語列」がそもそ

も存在するのかすら疑わしい。 
 しかし、近年、「その単語列に対して、指定した解釈が可能かどうか」に注目すれ

ば、個人の中では「可能性のあるもの」と「不可能なもの」とが峻別できること、さ

らに、「文S1でこのような解釈を許さない人は、必ず文S2においてその解釈を許さな

い」というような相関関係に着目することで、個人差を越えて頑健（robust）な観察

を取り出すことができるということが示された（cf. Hoji (2010) "Hypothesis Testing in Generative 
Grammar: Evaluation of Predicted Schematic Asymmetries," Journal of Japanese Linguistics 26, pp. 25-52, Hoji 

(2015) Language Faculty Science, Cambridge University Press.）。文の解釈全体を問題にしようとす

ると観点が多すぎて判断がぶれてしまうので、文解析のカギとなる１点だけを指定す

るのである。その作業の遂行のために考案されてきた意味表示の理論が申請者が提案

する統語意味論である。これを用いれば、統語関係に左右される意味の部分だけを取

り出し、その文法理論の予測を計算によって導き出すことが可能になる。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 本プロジェクトでは、統語意味論により、意味解釈の予測をすることができるシス

テムを構築した上で、実際に利用が可能な形で「文法理論の精度を評価するためのデ

ータセット」を提出することを目的とする。最初に取り組むのは、これまでの研究の

蓄積が十分ある現象（照応関係、スコープ関係、否定呼応表現、省略構文、遊離数量

詞構文）である。これらは、これまで理論言語学の中で扱われてきた現象であるため、

必ずしも、コーパスなどの中で頻出する構文ではないが、だからこそ、工学分野での

文解析器についても、その「応用力」を測ることができるものである。 
 
 
 



３．研究の方法 

(1) 特色１：予測の質を評価するためのデータセット 

 

 従来、工学分野の文解析器については、実際に使用されている文に対して、量的に

どれだけ解析結果を出力することができるかで評価されてきた。それに対して、本プ

ロジェクトで提出するデータセットでは、その解析結果において、必ず達成されてい

なければならないポイントを指定することによって、その解析が「正解」かどうかを

判断することができる。特に、指定された解釈が不可能であると解析できなければ「正

解」とならない文も含まれているため、量と質の両方向から解析器を評価することが

できるようになる。 

 

(2) 特色２：相関関係についての観察 

 

 さらに、前ページでも述べたように、文の解釈可能性には個人差が大きく、たいて

いの場合、「指定された解釈ができる人もいれば、できない人もいる」という結果に

なりがちである。しかし、そこで相関関係に注目することによって、「必ず成り立つ

関係」が抽出できる。 
 このような観察を可能にしているのが、申請者が中心となって構築したEPSA
（Evaluation of Predicted Schematic Asymmetry）システムと呼ばれる仕組みである。

基本的には、指定された解釈が可能かどうか、話者が判断しWeb上で入力するアンケ

ートのシステムであるが、特徴的なのは、各話者ごとにcodenameが割り当てられてお

り、同一話者が他の文に対してどのような判断をしたかが追跡調査できるようになっ

ている点、および、各例文が互いに綿密に関係づけられている点である。このシステ

ムのおかげで、様々な相関関係を割り出すことが可能になっている。 

 

 

(3) 予想される結果と意義 

 

 これまでも、EPSAシステムでは、頑健（robust）な観察がいろいろ発見されてきた

が、その結果は、生成文法理論内の用語で述べられていたため、限られた研究者にし

か、その成果は知られていない。本プロジェクトでは、その知見をデータセットとい

う形に集約させることによって、より広い範囲の研究者に、この研究の蓄積を伝えよ

うとするものである。 
 言語というものは実に複雑な体系なので、本来、歴史的な変遷や地理的な変異、他

言語との接触による影響など、様々な面からの考察が不可欠である。従来は、形式的

な理論を用いる研究と記述を中心とした研究は、なかなか実質的な交流が難しかった

が、データセットという具体的な形にすることによって、文解析器を作っている工学

系の研究者のみならず、言語の記述的な研究を行なっている研究者とも、深いレベル

での意見の交換が期待できる。 
 また、この取り組みは、統語論の理論的研究そのものにとっても意義のあるもので

ある。従来、生成文法では、「音と意味の結びつきについてモデルを作り、理論的に

検証していく」という考え方は述べられてきたものの、個々の論文では、ごく一部の

現象の特定の側面だけが取り上げられるため、最終的に全体としてどのようなシステ

ムが作られつつあるのか、誰にもよくわからない状況になってしまった。体系的にデ

ータセットを作っていくためには、語彙部門での規定やそれぞれの規則の相互作用を

十分に計算する必要があり、その作業を通じて、統語論の理論の全体像を再構築する

ことができるだろう。人間の言語能力は、未知の語彙や構文にも対応できる可変性を

持ちながら、人間言語としての普遍性も持った奥深いシステムである。本プロジェク

トは、そのような人間の言語能力の本質に理論的にアプローチする取り組みの一環で

ある。 
 



 
 
 
４．研究成果 
 

 本プロジェクトは、文法理論の精度を評価するためのデータセットの作成を目標とするもの

であった。文法性の判断は個人差が大きいため、従来、このようなデータセットの作成は現実味

が乏しいと考えられてきたが、本プロジェクトでは、文法構造と解釈の関係についての明確な予

測体系を背景に、頑健なデータをよりわけ、より広い範囲の研究者にその成果を供することを目

指していた。ただし、研究を進める中で、十分な予測を成り立たせるためには、動詞の項構造お

よび名詞の解釈について、より踏み込んだ理論化が必要であるということが明らかとなり、デー

タセット作成のためのレキシコン（脳内辞書）の整備を精力的に行なった。 
 結果としては、期間中に当初の目標を達成することができなかったが、動詞の項構造をど
のように記述し、それがどのように文構造に反映されるかというプロセスが具体的になり
つつあることは、理論言語学にとって非常に意義のあることだと考えている。本プロジェク
トで進めている理論は、将来的にはコンピュータに実装しうる形式であり、辞書がさらに整
備されていけば、AI への貢献も十分に考えられる。 
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